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R08b ブラックホール 3体系を持つ銀河中心核の構造 II
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現在、多くの銀河中心領域において 106− 109M⊙の大質量ブラックホール (BH)が存在すると考えられている。
BHを持つ銀河同士が衝突し合体した場合、力学的摩擦によりBHは合体した銀河の中心部に沈み込み連星を形成
する。この時に BHの失ったエネルギーは回りの星を温め、銀河中心部の密度分布が ρ ∝ r−0.5, となり、又コア
半径も大きくなる事が知られている (Nakano & Makino 1999)。前回の年会 (2006秋季大会R34a)では、BHが 3
つ有る場合の銀河中心の構造が 3体相互作用によるBHのスリングショットにより、2体の場合に比べて、銀河中
心の密度構造、速度構造に大きな変化がある事を明らかにした。しかし、先の研究では、計算コストの点からそ
れほど大きな粒子数は使わず、銀河中心部のみをモデル化したN 体シミュレーションを行った。その為、銀河の
総質量に対する BHの質量比を大きくなってしまい、銀河構造の変化の定量的な評価は難しかった。

そこで本研究では、GRAPE6クラスターを用いる事で、大粒子数で銀河モデルを作り、ブラックホール質量
を銀河質量の千分の一程度としたより現実的な質量比をもつモデルでのN 体シミュレーションを行った。その結
果、銀河に対するBHの質量比が小さくなると, BHがある事による構造は質量比が大きい場合と同様の変化をす
るが、その影響は小さくなる事が分かった。本講演では、これらの結果の報告をすると共に観測によって BHが
2体の系と 3体の系を識別する可能性について議論する。


